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第
百
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
漁
業
の
免
許
又
は
許
可
を
し
、
漁
業
調
整
を
し
、そ
の
他
」を
削
り
、「
基

く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
呈
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
を
削
り
、
同
条
を
第
百
七
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
損
失
の
補
償
）

第
百
七
十
七
条

国
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
処
分
又
は
行
為
に
よ

つ
て
生
じ
た
損
失
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

農
林
水
産
大
臣
が
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
六
条
第
一
項
の
許
可
又
は
第
三
十
八
条
の
起

業
の
認
可
を
変
更
し
、
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
効
力
の
停
止
を
命
じ
た
場
合

こ
れ
ら
の
処
分
を
受
け
た
者

二

広
域
漁
業
調
整
委
員
会
又
は
水
産
政
策
審
議
会
が
第
百
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
委
員
又
は
委

員
会
若
し
く
は
審
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
を
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
つ
て
、
測
量
し
、
検
査
し
、
又

は
測
量
若
し
く
は
検
査
の
障
害
に
な
る
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
除
去
さ
せ
た
場
合

当
該
土
地
の
所
有
者
又

は
占
有
者

三

農
林
水
産
大
臣
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
を
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
つ
て
、
測
量
し
、

検
査
し
、
又
は
測
量
若
し
く
は
検
査
の
障
害
に
な
る
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
除
去
さ
せ
た
場
合

当
該
土
地

の
所
有
者
又
は
占
有
者

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
補
償
す
べ
き
損
失
は
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
処
分
又
は
行
為
に
よ
つ
て
通
常
生
ず
べ
き

損
失
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
補
償
す
べ
き
金
額
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
農
林
水

産
大
臣
は
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
行
為
に
係
る
補
償
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
為
を
さ
せ
た
広
域
漁
業
調
整
委

員
会
又
は
水
産
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
金
額
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
つ
て
そ
の

増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
国
を
被
告
と
す
る
。

６

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
処
分
に
よ
つ
て
利
益
を
受
け
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
同

項
の
規
定
に
よ
り
補
償
す
べ
き
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
場
合
に
は
、
第
三
項
前
段
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四

項
中
「
増
額
」
と
あ
る
の
は
、「
減
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
さ
せ
る
金
額
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

９

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
土
地
に
つ
い
て
先
取
特
権
又
は
抵
当
権
が
あ
る
と
き
は
、
国
は
、
当
該
先
取
特

権
又
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
か
ら
供
託
を
し
な
く
て
も
よ
い
旨
の
申
出
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
補
償
金
を
供

託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

前
項
の
先
取
特
権
又
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
供
託
し
た
補
償
金
に
対
し
て
そ
の
権
利

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

13

都
道
府
県
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
処
分
又
は
行
為
に
よ
つ
て

生
じ
た
損
失
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

都
道
府
県
知
事
が
第
八
十
八
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用

す
る
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
八
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
許
可
を
変
更
し
、
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
効
力
の
停
止
を
命
じ
た
場
合

こ
れ
ら
の
処
分
を
受
け
た
者

二

都
道
府
県
知
事
が
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
漁
業
権
を
変
更
し
、
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
行
使
の

停
止
を
命
じ
た
場
合

こ
れ
ら
の
処
分
を
受
け
た
者

三

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
若
し
く
は
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
又
は
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
第
百
五
十

七
条
第
二
項
（
第
百
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
そ
の
委
員
又
は
委
員
会
の

事
務
に
従
事
す
る
者
を
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
つ
て
、
測
量
し
、
検
査
し
、
又
は
測
量
若
し
く
は
検
査
の

障
害
に
な
る
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
除
去
さ
せ
た
場
合

当
該
土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者

四

都
道
府
県
知
事
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
を
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
つ
て
、
測
量
し
、

検
査
し
、
又
は
測
量
若
し
く
は
検
査
の
障
害
に
な
る
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
除
去
さ
せ
た
場
合

当
該
土
地

の
所
有
者
又
は
占
有
者

14

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
損
失
を

補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
り
、

及
び
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
項
」
と
、
同
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道

府
県
知
事
」
と
、「
同
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
処
分
に
係
る
補
償
に
あ

つ
て
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
、
同
項
第
三
号
」
と
、「
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
又
は
水
産
政
策
審
議
会

の
意
見
を
」
と
あ
る
の
は
「
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
若
し
く
は
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
又
は
内
水
面
漁
場
管

理
委
員
会
の
意
見
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
、
第
五
項
中
「
国
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
第
六
項
中
「
第
一

項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
と
、「
国
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、
第
七

項
中
「
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
並
び
に
第
八
十
九
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
と
、
第
八
項
中
「
国

税
滞
納
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
の
滞
納
処
分
」
と
、
第
十
一
項
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
三
項
第
二
号
の
漁
業
権
（
第
九
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）又

は
第
十
三
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
」
と
、「
国
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
」
と
、同
項
及
び
第
十
二
項
中「
有

す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
有
す
る
者
（
漁
業
権
に
あ
つ
て
は
、
登
録
先
取
特
権
者
等
に
限
る
。）」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
百
三
十
三
条
を
第
百
七
十
五
条
と
し
、
第
九
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
運
用
上
の
配
慮
）

第
百
七
十
四
条

国
及
び
都
道
府
県
は
、
こ
の
法
律
の
運
用
に
当
た
つ
て
は
、
漁
業
及
び
漁
村
が
、
海
面
及
び
内
水

面
に
お
け
る
環
境
の
保
全
、
海
上
に
お
け
る
不
審
な
行
動
の
抑
止
そ
の
他
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
有
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
、
当
該
機
能
が
将
来
に
わ
た
つ
て
適
切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
漁
業
者
及
び
漁
業
協
同
組

合
そ
の
他
漁
業
者
団
体
の
漁
業
に
関
す
る
活
動
が
健
全
に
行
わ
れ
、
並
び
に
漁
村
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
十
分
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
二
条
中
「
第
八
十
五
条
第
二
項
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
会
長
、
専
門

委
員
及
び
書
記
又
は
補
助
員
）、
第
九
十
五
条
（
兼
職
の
禁
止
）、
第
九
十
六
条
（
委
員
の
辞
職
の
制
限
）、
第
九
十

七
条
の
二
（
就
職
の
制
限
に
よ
る
委
員
の
失
職
）、
第
九
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
（
任
期
）、
第
百
条
か

ら
第
百
二
条
ま
で
（
解
任
及
び
会
議
）
及
び
第
百
十
六
条
か
ら
第
百
十
九
条
ま
で
（
報
告
徴
収
等
、
監
督
、
費
用
及

び
委
任
規
定
）」を
「
第
百
三
十
七
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
三
十
八
条
第
四
項
、
第
百
四
十
条
か
ら
第
百

四
十
六
条
ま
で
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
五
十
九
条
及
び
第
百
六
十
条
」
に
、「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
四

十
四
条
第
一
項
中
「
議
会
の
同
意
を
得
て
、
こ
れ
を
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
を
」
と
、
第
百
五
十
九
条
第
二
項
」に
、

「
、「
政
令
」
を「「
政
令
」
に
改
め
、
第
八
章
中
同
条
を
第
百
七
十
三
条
と
す
る
。

第
百
三
十
一
条
第
二
項
中
「
採
捕
を
す
る
者
」
を「
採
捕
、養
殖
又
は
増
殖
を
す
る
者（
漁
業
を
営
む
者
を
除
く
。）」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
二
条
と
す
る
。

第
百
三
十
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
区
域
内
に
存
す
る
内
水
面
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
、
養
殖
及
び
増
殖
の
規
模
が
著
し
く

小
さ
い
都
道
府
県
（
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
を
置
く
も
の
に
限
る
。）で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
都
道

府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
に
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
条
第
三
項
中
「
採
捕
」
の
下
に
「
、
養
殖
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
置
か
な
い
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、

当
該
都
道
府
県
の
知
事
が
指
定
す
る
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
行
う
。

第
百
三
十
条
を
第
百
七
十
一
条
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
組
合
員
」
の
下
に「（
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
会
員
た
る
漁
業
協

同
組
合
の
組
合
員
）」を
加
え
、「
以
下
」
を
「
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
以
下
」
の

下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前
項
」に
、

「
き
か
な
け
れ
ば
」
を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
左
の
各
号
に
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ

に
も
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
前
項
各
号
の
一
」
を
「
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
き
い
て
」
を「
聴
い
て
」

に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
条
と
す
る
。
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